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新
ひ
だ
か
町
静
内
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
協
会
（
主
代
年

之
会
長
）
主
催
の
『
第
34

回
全
道
小
・
中
学
生
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
静
内
大
会
』
が

静
内
川
右
岸
緑
地
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
か
れ
、

９
月
１
日
の
小
学
生
の
部

に
１
４
７
ペ
ア
２
９
４
人
、

９
月
15
日
の
中
学
生
の
部

に
60
ペ
ア
１
２
０
人
、
計

２
０
７
ペ
ア
４
１
４
人
の

選
手
が
全
道
各
地
か
ら
参

加
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
リ
ー
グ
戦
形
式

で
行
わ
れ
、
コ
ー
チ
や
保

護
者
な
ど
が
見
守
る
中
、

選
手
た
ち
は
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
、
息
の
あ
っ
た

プ
レ
ー
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

全
道
小
・
中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
静
内
大
会

　

９
月
９
日
の
『
救
急
の

日
』
に
ち
な
み
、
同
実
行

委
員
会
主
催
の
救
急
救
命

体
験
や
記
念
講
演
会
な

ど
が
９
月
10
日
に
新
冠
町

レ
・
コ
ー
ド
館
で
開
か
れ
、

約
２
０
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

小
学
生
を
対
象
と
し
た

救
急
救
命
体
験
で
は
、
人

体
ダ
ミ
ー
で
の
胸
骨
圧
迫

と
人
工
呼
吸
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
札

幌
医
科
大
学
の
齋
藤
豪
教

授
が
講
師
を
務
め
、『
産
婦

人
科
救
急
と
そ
の
処
置
』

と
題
し
た
講
演
を
行
い
、

来
場
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

　

町
内
在
住
の
男
性
と
全

国
の
女
性
を
対
象
に
し
た
、

同
実
行
委
員
会
（
中
村
修

司
委
員
長
）
主
催
の
『
新

ひ
だ
か
町
婚
活
イ
ベ
ン
ト 

馬
く
い
く
婚
２
０
１
９
～

新
ひ
だ
か
町
で
恋
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
～
』
が
、

９
月
14
日
か
ら
15
日
に
か

け
て
開
か
れ
、
男
性
40
人
、

女
性
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
公
民
館
で

の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
や
自

己
紹
介
タ
イ
ム
の
後
、
バ

ス
で
町
内
を
周
遊
し
、
牧

場
見
学
や
乗
馬
体
験
な
ど

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、

最
後
の
告
白
タ
イ
ム
で
は
、

26
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立

し
ま
し
た
。

日
高
中
部
地
区

「
救
急
の
日
」
記
念
事
業

新
ひ
だ
か
町
婚
活
イ
ベ
ン
ト

馬
く
い
く
婚 

２
０
１
９

７ shinhidaka 2019‐11

　

松
浦
武
四
郎
北
海
道
命

名
１
５
０
年
記
念
事
業
と

し
て
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
協

会
主
催
の
『
第
32
回
ア
イ

ヌ
民
族
文
化
祭
２
０
１
９
』

が
、
９
月
22
日
か
ら
23
日

に
か
け
て
町
内
で
開
か
れ
、

ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
の
公
演

や
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
に

縁
の
あ
る
遺
跡
を
巡
る
ツ

ア
ー
の
ほ
か
、
長
万
部
町

か
ら
ア
イ
ヌ
文
様
の
刺
繍

の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
リ
レ
ー

す
る
慰
霊
旗
リ
レ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
実
行
委
員
会

（
大
川
勝
委
員
長
）
主
催
の

『
第
73
回
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ

ン
法
要
祭
』
が
９
月
23
日

に
真
歌
公
園
で
開
か
れ
、

町
内
外
か
ら
合
わ
せ
て
約

８
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

郷
土
俳
誌
を
刊
行
し
て

い
る
団
体
『
新
ひ
だ
か
ぺ

て
か
り
吟
社
』（
桑
島
敏
主

幹
）
の
創
立
70
周
年
を
記

念
し
、
長
年
同
社
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
源

み
な
も
と
お
に
ひ
こ

鬼
彦
さ

ん
の
俳
句
を
刻
ん
だ
句
碑

が
公
民
館
前
に
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

９
月
27
日
に
開
か
れ
た

除
幕
式
で
は
、
関
係
者
な

ど
約
50
人
が
参
加
し
、
句

碑
に
刻
ま
れ
た
俳
句
「
優

駿
は
カ
ム
イ
の
使
者
か
青

嵐
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
創
立
70
周
年

記
念
俳
句
大
会
と
記
念
祝

賀
会
が
公
民
館
で
行
わ
れ
、

参
加
者
は
長
い
歴
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

シャクシャイン法要祭

ニュースフラッシュ

除幕式の様子

　

町
と
町
交
通
安
全
推
進

協
議
会
（
大
野
克
之
会
長
）

主
催
の
『「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
」
秋
の
町

民
安
全
大
会
』
が
、
９
月

30
日
に
公
民
館
で
開
か
れ
、

交
通
安
全
団
体
関
係
者
な

ど
約
４
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
幼
稚
園
と
静
内
幼
稚
園

の
園
児
に
よ
る
『
交
通
安

全
の
お
約
束
』
が
元
気
よ

く
読
み
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、

静
内
高
等
学
校
書
道
部

に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
は
、『
命
を
守
る
反

射
材
』
と
題
し
た
作
品
が

披
露
さ
れ
る
な
ど
、
参
加

者
は
交
通
事
故
撲
滅
に
向

け
て
思
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

秋
の
町
民
安
全
大
会

交通安全のお約束

書道パフォーマンス

アイヌ民族文化祭 2019

慰霊旗リレー

中学生の部

小学生の部

記念講演会 救急救命体験

ア
イ
ヌ
民
族
文
化
祭
・

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
法
要
祭

新
ひ
だ
か
ペ
テ
カ
リ
吟
社

創
立
70
周
年



　

地
場
産
の
食
材
を
使
っ
た

学
校
給
食
『
新
ひ
だ
か
の

日
』
が
、
10
月
１
日
に
町
内

小
・
中
学
校
で
実
施
さ
れ
、

日
高
定
置
漁
業
者
組
合
提
供

に
よ
る
日
高
沖
産
の
銀
毛
サ

ケ
『
銀
聖
』
の
ほ
か
、
町
内

産
の
米
や
野
菜
を
使
用
し
た

給
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
教
育
委
員

会
の
学
校
訪
問
が
静
内
第
三

中
学
校
な
ど
で
行
わ
れ
、
大

野
町
長
と
髙
野
教
育
長
が
生

徒
と
と
も
に
給
食
を
試
食
し

ま
し
た
。

　

給
食
を
食
べ
た
生
徒
は

「
魚
が
大
き
く
て
お
い
し
か
っ

た
。
地
元
食
材
で
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
作
っ
て
い
る
こ
と

が
す
ご
い
と
思
っ
た
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
『
新
ひ
だ
か
の
日
』
に

銀
毛
サ
ケ
『
銀
聖
』
登
場
！

　

同
実
行
委
員
会
（
小
松

幹
志
委
員
長
）
主
催
の
『
第

22
回
新
ひ
だ
か
町
総
合
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
健
康
ま
つ
り
』

が
10
月
５
日
に
同
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
親
子
連
れ
な

ど
約
３
０
０
人
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
や
、
睡
眠
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
の
ほ

か
、
保
健
師
に
よ
る
健
康

チ
ェ
ッ
ク
や
子
ど
も
縁
日
、

三
石
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
協
議
会
に
よ
る
イ
カ
の

さ
ば
き
方
講
座
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、

来
場
者
は
心
と
体
の
健
康

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

三
石
地
区
の
越
海
町
、

港
町
、
本
町
、
旭
町
を
対

象
に
大
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
を
想
定
し
た
『
防
災
訓

練
』
が
、
10
月
10
日
に
行

わ
れ
、
室
蘭
地
方
気
象
台
、

陸
上
自
衛
隊
第
７
高
射
特

科
連
隊
、
静
内
警
察
署
、

日
高
中
部
消
防
組
合
、
三

石
消
防
団
な
ど
、
住
民
も

含
め
総
勢
１
２
６
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
住
民
に
よ

る
避
難
訓
練
や
、
災
害
対

策
本
部
に
よ
る
活
動
訓
練
、

自
衛
隊
に
よ
る
炊
き
出
し

訓
練
が
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、

室
蘭
地
方
気
象
台
に
よ
る

講
話
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

参
加
者
は
防
災
に
対
す
る

意
識
を
高
め
ま
し
た
。
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三
石
地
区
で
防
災
訓
練

ニュースフラッシュ
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ニュースフラッシュ

シ
ベ
チ
ャ
リ
駅
伝
大
会

町
長
が
バ
ス
ガ
イ
ド

し
ず
な
い
農
業
ま
つ
り

　

『
町
長
が
バ
ス
ガ
イ
ド
～

新
ひ
だ
か
町
編
～
』
が
、

10
月
12
日
に
開
か
れ
、
町

外
か
ら
18
人
の
ツ
ア
ー
客

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
で
は
、
大
野
町

長
が
ガ
イ
ド
と
し
て
バ
ス

に
乗
車
し
、
静
内
農
業
高

等
学
校
や
北
海
道
大
学
静

内
研
究
牧
場
、
ア
イ
ヌ
民

俗
資
料
館
な
ど
を
見
学
し

た
ほ
か
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
農

家
で
の
収
穫
体
験
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
内
で
は
大
野

町
長
か
ら
町
の
軽
種
馬
産

業
や
ア
イ
ヌ
文
化
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
「
町
長
な
ら
で

は
の
話
を
聞
け
た
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
（
西
村

和

夫

委

員

長

）

主

催

の

『
２
０
１
９
し
ず
な
い
農
業

ま
つ
り
』
が
、
10
月
13
日
に

し
ず
な
い
農
業
協
同
組
合
で

開
か
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約

１
，
６
０
０
人
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

地
場
産
品
の
販
売
の
ほ

か
、
静
内
染
退
太
鼓
に
よ
る

演
奏
や
紅
白
も
ち
ま
き
、
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
が
行
わ

れ
、
会
場
は
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
ひ
だ
か
ｆ
ｏ
ｏ

ｄ
倶
楽
部(

太
田
伸
基
会
長)

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
『
令
和
元

年 

秋
の
味
覚
ま
つ
り 

ｉ
ｎ 

農
業
ま
つ
り
』
も
行
わ
れ
、

来
場
者
は
出
店
料
理
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
（
松
井

惟
也
会
長
）
主
催
の
『
第

44
回
シ
ベ
チ
ャ
リ
駅
伝
大

会
』
が
、
10
月
13
日
に
ピ
ュ

ア
プ
ラ
ザ
前
を
発
着
点
に

開
か
れ
、
町
内
外
の
小
学

４
年
生
以
上
で
構
成
さ
れ

た
38
チ
ー
ム
２
４
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
は
年
齢
や
性

別
な
ど
に
応
じ
て
５
つ
の

ク
ラ
ス
に
分
け
ら
れ
、
１

周
当
た
り
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
コ
ー
ス
を
５
人
で
リ

レ
ー
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
小
学
生
か
ら

80
代
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
年

齢
層
が
参
加
し
、
沿
道
か

ら
は
「
頑
張
れ
！
」「
フ
ァ

イ
ト
！
」
な
ど
の
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

静内農業高等学校見学

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
健
康
ま
つ
り

室蘭地方気象台による講話

秋の味覚まつり紅白もちまき

炊き出し訓練

三石和牛販売


